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問題と目的

大学生における発達課題としての職業選択

2013年の全労働者の離職率は15.5％であった

が、中でも若年層の離職率は19歳以下で37.0％、

20－24歳では26.0％、25－29歳では19.3％と、全

労働者の離職率を上回っていた （内閣府，2015）。

さらに若年層の中でも新規学卒者は、2007 （平成

19） 年の青少年白書 （内閣府） 以来、中学校卒業

者の 7割、高校卒業者の 5割、大学卒業者の 3割

が就職後 3年以内に離職する現象は「七五三現

象」と言われ注目されてきた。大卒者に注目する

と、1995年から2012年までの18年間では、2009

年の28.8％を除き全ての年で 3割強が 3年以内に

離職しており （厚生労働省，2015）、その現象は一

時的なものではないことがわかる。日本では従

来、学卒後に就職した会社で正社員として定年ま

で働く男性像が労働者モデルとされてきたが、バ

ブル崩壊により雇用形態や労働者が多様化した。

更にワークライフバランスの重視など社会情勢の

変化により転職に対する考え方も変化し、キャリ

アアップを目的としたポジティブな面にも注目さ

れ、転職が必ずしもネガティブなものであるとは

考えられなくなったが、同じ環境下での継続した

キャリア形成の機会は失われるとも言えよう。こ

のことから、新卒時の職業選択は重要なものであ

ると考えられる。

大学生は、エリクソンの心理社会的発達段階に

おけるアイデンティティ確立の時期とされる青年

期にあり、成人期への移行期でもある。
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Havighurst （1953 /1958） は自らの職業を選択する

ことをこの段階の発達課題の 1つとして挙げてい

る。澤田・岡田・光富・山口・井上 （1992） によ

れば、生涯を通して見られる移行の中でもこの時

期の職業を選択するという決断は、人生周期上の

大きな危機となることが指摘されている。この学

生から社会人への移行のプロセスにおいて重要視

されているのが就職活動であるが、近年就職活動

に影響を与える要因の一つとして不安が挙げられ

ている。

大学生の職業選択に関する不安

不安は日常生活の様々な場面で感じるものであ

る。生田 （1994） は、正常な水準であれば不安を

自己の統制内において対処することで負荷に対す

る耐性が作られることから、不安こそが自己の維

持に関与しているとする不安のポジティブな意味

を指摘する一方、神経症者では不安からの自己防

衛の失敗が自己の統一的機能を妨げることも指摘

している。したがって青年期に不安とどのように

関与するかは重要な問題であると考えられる。

社会人への移行期における就職活動に関する不

安に着目した研究は、様々な視点から行われてき

た。坂柳 （1996） は「職業選択やその後の適応を

めぐる職業キャリアの問題から生じる気がかり」

を職業的不安と定義して尺度を作成し、大学生を

対象に検討を行った。その結果、男子よりも女子

が、卒業年である 4年生よりも非卒業年である 3

年生や 1・2年生の方が職業的不安が高いことを

明らかにしたが、杉山・新川 （2014） は、職業を

選択する不安は 3年生と 4年生とでは差がないこ

とを示した。また藤井 （1999） は、就職活動に関

する不安とストレスおよびうつ水準が強く関連す

ることを示した。北見・茂木・森 （2009） は就職

活動を経験している学生は行っていない学生に比

べて精神的健康状態が悪いという結果を踏まえ、

就職活動を行う学生への精神的負担を考慮するこ

とは、今後のキャリア支援に重要な役割を果たす

としている。松田・新井・佐藤 （2010） は多くの

先行研究で不安がキャリア選択や就職活動に否定

的な影響を与える結果が出ていることを踏まえ、

不安の程度や変化を把握することで就職活動が停

滞している学生を早期発見する目安として活用で

きると提案している。

学生の就職に対するサポートとしては様々な資

源があるが、與久田・太田・高木（2011）によれ

ば、就職など将来についての援助要請先として大

学生は、家族、友人、教員、専門家の順に挙げて

いた。しかし、友人サポートは進路未決定者に

とってはかえって職業的不安を高めており、4年

生においては大学サポートが自己効力を通して職

業的不安を軽減していることが明らかとなってい

る （赤田・岩槻，2011）。

現在大学は、就職支援センターなどを設置し、

学生に対する就職活動についての助言や情報提供

など支援に力を入れている。学生にとって大学か

らの支援は利用度は低いものの重視度が高い （下

村・木村，1994）。したがって大学による支援が

学生の職業選択不安に対してどのように機能して

いるのか検討する必要性が考えられる。

大学生の職業選択に関する行動

大学生における就職活動は、様々な情報を考慮

しながら、最終的に自分の就きたい企業を 1社選

択する意思決定行動であるといえる （下村ら，

1994）。意思決定の理論的背景としては藤原

（2007） は、Gellatの意思決定モデルを参考に、目

標を決め、情報を集め、情報の関連性を検討し、

可能な選択肢の結果を考慮し、それぞれの選択肢

の結果を評価するというステップであるとしてい

る。つまり、情報を集めることが重要な要因の一

つであることがわかる。

情報の内容に関して下村 （1996） は、文系大学

生の情報探索時期による検討をおこなった。その

結果、職業選択に関連する心理的な準備状態が

整っている、つまり職業レディネスが高い者や 4

年生は、就職活動における職業決定段階の初期に

自己関連情報の探索を行っていたのに対し、職業

レディネスが低い者や 3年生は職業決定段階の後

期に自己関連情報の探索を行っていた。したがっ

て、まず自己関連情報により作られた選択基準に

従い選択肢をいくつか選び、後に客観的情報を得

る事で最終判断がなされることを示唆した。

情報探索行動が就職活動に与える影響を検討す

る指針として、就職に関する情報収集・情報探索

の尺度が作成されてきた。下村ら （1994） は、自

分に関する情報、企業に関する情報、就職活動に

関する情報の 3つのカテゴリーを想定した44項

目からなる質問項目を作成したが、矢崎・齊藤・

高井 （2007） はそれを参考にさらにどのような情
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系が13.7％、販売系が7.5％、その他が21.1％で

あり、進学希望者は9.9％、その他が1.9％、未回

答が3.7％であった。

調査手続きおよび倫理的配慮

ホームルームや講義時間内に集団実施し即時回

収、或いは個別に配布し、後日個別回収の形式で

実施した。なお、質問紙の表紙に、研究の主旨お

よび調査への参加が任意であり、データは個人が

特定されない形で処理する旨などの倫理的配慮に

ついて明記した。質問紙の回答をもって調査協力

の同意を得たものとみなした。

質問紙の構成

①フェイスシート：学科・学年・年齢・志望進

路及び職種。

②職業探索行動の測定：就職に関する情報探索

行動尺度 （矢崎ら，2007） を参考に、A女子大学

で配布されている就職ハンドブックなど数種の就

職関連資料により項目を追加し51項目を作成し

た。これら全ての項目について「配布物やイベン

トなど大学の支援を通して行った」（以下「職業

探索行動 （大学）」とする）、「それ以外の機会を

通して行った」 （以下「職業探索行動 （大学以外）」

とする） の 2つのルートそれぞれについて「1 .全

くあてはまらない」から「5 .とてもあてはまる」

の 5件法で回答を求めた。

③職業選択不安の測定：職業を選択するにあた

りどのような不安を感じているかをとらえるため

に、松田ら （2008） が作成した職業選択不安尺度

（32項目、5件法） を用いた。職業選択不安は、

大学生の就職活動前から比較的長い期間経験され

る、職業を選択することから生じる不安と定義さ

れている。「自己理解不安」 （13項目）、「職業移行

不安」 （8項目）、「職業理解不安」 （6項目）、「決

定方略不安」 （5項目） の 4下位尺度から構成され

ており、「1 .全くあてはまらない」から「5 .とて

もあてはまる」の 5件法で回答を求めた。なお、

職業選択不安尺度については、事前に開発者に使

用の許諾を得た。

結　果

職業探索行動の構造

職業探索行動（大学）と職業探索行動（大学以

外）について、「1 .全くあてはまらない」は 1

報源から入手したかについてもわかるような51

項目からなる就職に関する情報探索行動尺度を作

成した。この尺度の一部を利用した矢崎・齊藤

（2014） は、就職活動中の大学生及び短大生では

企業の特徴についての探索を多く行った者ほど内

定獲得後の就職不安が低いことを明らかにした。

一方で、杉山ら （2014） は就職に関する活動と職

業選択への不安との関連についての検討を行い、

大学生女子は活動を多く行っているほど不安が高

いことを示した。このように就職活動中の学生の

不安についてはまだ一定の知見が得られておら

ず、検討の余地があると思われる。

以上のことから、本研究では、大学生の職業を

探索する行動と職業選択不安との関連を明らかに

し、その行動に関して最も身近な機会である大学

の就職支援がどのように機能しているのかを検討

することを目的とする。行動と不安の特徴を捉え

ることで、現在の大学による就職支援が学生に対

してどのように機能しているか把握し、今後の支

援の発展に役立つ示唆が得られるのではないかと

考える。

またその際、職業選択のための探索行動の実態

を把握するため、職業に直接結びつく専門分野を

専攻していない学生を対象とする。井島・西村

（2014 ）によれば、結婚・出産など女性特有のラ

イフイベントにより一旦は離職しても、資格取得

をした専門職は非専門職に比べて再就職が容易で

あることが示唆されており、直接職業に結び付き

にくい文系学科の学生の職業選択の重要さや困難

さはより高いことが想定される。

方　法

調査協力者と調査方法

都内 4年制A女子大学で文系学科の 3年生・4

年生を対象に無記名の個別式質問紙調査を2015

年 5・6月に実施した。

全回答者180名のうち、回答に不備のあった19

名を除いた161名の回答について分析を行った。

学年別の有効回答者数は 3年生110名、4年生51

名、平均年齢は20.53歳 （SD＝ .62） であった。所

属の学科は、文学系が52.2％、心理学系が47.2％、

語学系が0.6％だった。調査時点での第一希望の

進路・職種は、就職希望者は事務系42.2％、営業
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回転による因子分析を行った。最終的な因子パ

ターンと因子間相関をTable 1に示す。なお、回

転前の 2因子で33項目の全分散を説明する割合

は56.09％であった。

第 1因子は、22項目で構成されており、「企業

側の説明の仕方について知る」「企業の方針や今

後の動向について知る」「会社説明会やセミナー

等に参加する」など、職業を理解するための行動

を示す内容が高い負荷量を示していた。そこで

「職業理解行動」因子と命名した。第 2因子は、

11項目で構成されており、「今までの人生で嬉し

点、「2 .あまりあてはまらない」は 2点、「3 .ど

ちらでもない」は 3点、「4 .少しあてはまる」は

4点、「5 .非常によくあてはまる」は 5点と得点

化したうえで、職業探索行動 （全体） は両者の平

均値とした。職業探索行動 （全体） について主因

子法による因子分析を行った。固有値の減衰状況

（14.959、3.552、1.352…） と因子の解釈可能性よ

り、2因子構造が妥当であると考えられた。そこ

で 2因子解を指定して主因子法・Promaxによる

因子分析を行い、十分な因子負荷量を示さなかっ

た項目を分析から除外し、再度主因子法・Promax

Table 1　職業探索行動 （全体） の因子分析結果 （Promax回転後の因子パターン）

項目番号 項目 Ⅰ Ⅱ

27 企業側の説明の仕方について知る .95 －.20

33 企業の方針や今後の動向について知る .89 －.06

51 会社説明会やセミナー等に参加する .88 －.15

21 人事の人の印象について知る .85 －.12

26 企業の労働条件について知る .83 －.03

42 企業の社風について知る .83 .02

39 企業の福利厚生について知る .82 －.07

8 企業の規模や知名度について知る .81 －.06

16 企業の採用方針について知る .80 －.06

37 企業の給与について知る .79 －.02

44 企業の業務内容について知る .79 .08

20 企業の勤務地について知る .76 .09

47 就職後の昇進や昇格について知る .72 .09

32 会社訪問をする .70 －.09

7 職場の雰囲気について知る .64 .11

29 面接の受け方について知る .64 .12

30 企業分析ノートを作る .61 .07

1 必要な知識やスキルを知る .59 .02

45 就職活動に必要なマナーの講座を受ける .58 .19

10 コース別採用について知る .57 .17

36 体験談を聞く （見る） .55 .11

24 やりたい仕事と職種について研究する .55 .23

12 今までの人生で嬉しかったこと・辛かったことについて考える －.08 .83

48 大切にしていること （言葉） について考える －.08 .78

19 何故今の大学・学科を選んだのかについて考える －.12 .74

14 得意なこと・苦手なことについて考える .00 .71

25 夢中になっていたことについて考える .09 .71

43 自分の成長を最も実感した時のことについて考える .15 .68

9 自分が小さい頃に憧れていた職業について考える －.21 .57

11 自分の専攻と職業との関係について考える .09 .55

31 自分が仕事でやりたいことについて考える .17 .54

46 アルバイトやボランティアの経験について考える －.01 .53

38 友人にどういう人だと言われるかについて考える .26 .52

因子間相関 Ⅱ

Ⅰ .54
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どあてはまらない」は 2点、「3 .どちらでもない」

は 3点、「4 .ややあてはまる」は 4点、「5 .とて

もよくあてはまる」は 5点と得点化し、松田ら

（2008） に基づき、「自己理解不安」「職業移行不

安」「職業理解不安」「決定方略不安」の 4つの下

位尺度を構成した。ここでは各下位尺度の合計点

を項目数で割った値を下位尺度の得点とした。4

下位尺度についての I-T相関係数およびCronbach

のα係数を算出したところ、「自己理解不安」は

α＝ .93、「職業移行不安」はα＝ .83、「職業理解

不安」はα＝ .86、「決定方略不安」はα＝ .87で

あった。

また 4つの下位尺度間の相関係数を算出した。

その結果、「自己理解不安」と「職業理解不安」、

「決定方略不安」の間には強い正の相関が、「職業

移行不安」とその他の不安との間には弱い或いは

中程度の正の相関が見られた。

また、学年により相違が見られるか、学年別に

下位尺度間の t 検定を行った （Table 3）。その結

果「自己理解不安」t （156）＝ .18, n.s.、「職業移行

不安」t （157）＝-.56, n.s.、「職業理解不安」t （155）

＝1.77, p<.10、「決定方略不安」t （157）＝1.62, 

n.s.であり、「職業理解不安」のみ有意傾向が見

かったこと・辛かったことについて考える」「大

切にしていること （言葉） について考える」「何故

今の大学・学科を選んだのかについて考える」な

ど、自分を理解するための行動を示す内容が高い

負荷量を示しており、「自己理解行動」因子とし

た。

次に、それぞれの因子に0.5以上の因子負荷量

を示した項目から、因子名と同名の下位尺度を構

成した。ここでは各下位尺度の合計点を項目数で

割った値を下位尺度の得点とした。2つの下位尺

度間の相関係数を算出した結果、有意な中程度の

正の相関 （ r＝ .54, p<.01） が見られた。

また、学年により相違が見られるか、学年別に

下位尺度間の t 検定を行った （Table 2）。その結

果職業情報のみ有意差が見られ、自己関連情報に

は差は見られなかった （ t （145）＝-6.70, p<.001, t

（152）＝-.566, n.s.）。この結果を見ると、3年生

（N＝98～105） と 4年生 （N＝49） では自己関連

については同程度、職業情報については 3年生よ

りも 4年生の方が行動を行っていることが示され

た。

職業選択不安

「1 .全くあてはまらない」は 1点、「2 .ほとん

Table 2　学年別職業探索行動得点

3年生 
(n＝99～105)

4年生 
(n＝49～51) t 値

M SD M SD

職業理解行動
 大学 2.63 .82 3.18 .92 －3.75***

 大学以外 2.22 .79 3.49 .92 －8.68***

自己理解行動
 大学 2.96 .85 2.71 .97 1.64　

 大学以外 2.84 .96 3.23 .91 －2.43*　

***p<.001、*p<.05

Table 3　学年別職業選択不安得点

3年生 
(n＝108～109)

4年生 
(n＝49～50) t 値

M SD M SD

自己理解不安 3.38  .96 3.35  .91  .19

職業理解不安 3.68  .91 3.40  .90  1.77†

決定方略不安 3.21 1.02 2.92 1.06 1.62

職業移行不安 3.65  .86 3.73  .74 －.56
†p<.10
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索行動優位群」と命名した。第 2クラスタは、4

つ全ての下位尺度得点が他のグループに比べて低

いことから、「職業探索行動低群」と命名した。

第 3クラスタは、4つ全ての下位尺度得点が他の

グループに比べて高いことから、「職業探索行動

高群」と命名した。第 4クラスタは、大学を通し

た自己理解行動に関する職業探索行動だけが高

かったが他の職業探索行動は中程度行っていたこ

とから、「学内職業探索行動優位群」と命名した。

次に学年によるパターンの違いを検討するた

め、4つのグループと学年とのクロス表を作成

し、χ2検定を行った （Table 5）。その結果有意な

人数の偏りが見られ （χ2＝46.37, df＝3, p<.001）、

職業探索行動高群と学外職業探索行動優位群は 4

年生が有意に多く、職業探索行動低群と学内職業

探索行動優位群は 3年生が有意に多かった。この

ことから、3年生はまだあまり職業探索行動を

行っていない者と大学の支援を利用し自己理解に

関する探索行動を行っている者が多く、一方 4年

生は大学の支援に加え大学以外の機会を利用し幅

広く職業探索行動をしている者と主に大学以外の

られた。

職業探索行動による類型化

職業探索行動を分類するために、職業探索行動

の 2つの下位尺度（職業理解行動・自己理解行

動）の得点について大学・大学以外それぞれを変

量とした階層的クラスタ分析 （Ward法） を行っ

た。用いた変数はZ得点化し、個体間の距離は平

方ユークリッド距離で測定した。得られたクラス

タを比較し解釈可能性を重視した結果、4クラス

タ解を採用した。Figure 1に、4クラスタ分類に

おける職業探索行動の 4下位尺度得点のクラスタ

パターンを示した。

選択した 4つのクラスタの特徴を調べるため、

一元配置の分散分析により職業探索行動の 4つの

下位尺度得点の差を検討した結果、4つのクラス

タ間に有意な差が見られた （Table 4）。

各クラスタの特徴は以下のとおりである。

第 1クラスタは、大学以外の自己理解および職

業理解に関する職業探索行動だけが高かった。こ

のグループは大学からのサポートではなく他の情

報源を探し利用していることから、「学外職業探

Table 4　クラスタ別職業探索行動得点

1 学外職業探索
行動優位群
（n＝18）

2 職業探索
　行動低群
（n＝34）

3 職業探索
　行動高群
（n＝28）

4 学内職業探索
行動優位群
（n＝62）

F値
多重比較

（Tukey HSD）

職業理解行動
大学 2.67 1.94 3.78 2.87 40.12*** 3>4・1>2

大学以外 3.74 1.53 3.58 2.53 69.57*** 1・3>4>2

自己理解行動
大学 1.97 2.12 3.51 3.31 49.37*** 3・4>2・1

大学以外 3.65 1.86 3.71 3.04 50.75*** 3・1>4>2

***p<.001

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

4.50

5.00

学外職業探索 
行動優位群 

職業探索 
行動低群 

職業探索 
行動高群 

学内職業探索 
行動優位群 

職業理解行動（大学） 
職業理解行動（大学以外） 
自己理解行動（大学） 
自己理解行動（大学以外） 

Figure 1　職業探索行動のクラスタパターン
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が、職業理解に関する行動は 3年生よりも 4年生

の方が行っていた。4年生は最終学年であり、就

職活動の本番の年であるという状況から、このこ

とは了解可能なことである。また職業を選択する

不安は 3年生、4年生は同程度感じており、杉山

ら （2014） の結果を支持するものであった。

職業探索行動を大学からの支援と大学以外の機

会を通したものとに分けた場合、4つのタイプに

分けられ、3年生は大学からの配布物やイベント

といった就職活動支援を利用して探索を行ってい

る者が多く、次にあまり行動を行っていない者が

多かった。4年生は幅広く行動している者や学外

で自ら行動している者が多かった。学外で活動が

主体の学生について、4年生は 3年生と同様の大

学の支援を得てきたことは十分に考えられること

から、既に大学の支援による情報探索を行った後

に学外の資源の利用へと移行したものと考えられ

る。

職業探索行動の 4タイプにおいて、大学の支援

によらず自らの力で他の資源を利用した行動が多

い者は、主に大学内で行動を行っている者より

も、自分自身の理解及び職業に対する理解への不

安が低かった。前者は主に 4年生であり、前述の

通り大学内での探索行動は既に行っていると思わ

機会を利用して自力で行動している者が多いこと

がわかった。

クラスタ別職業選択不安

クラスタ別に職業選択不安を検討するために、

一元配置の分散分析により職業選択不安の 4つの

下位尺度得点の差を検討した。多重比較の結果、

「学外職業探索行動優位群」は「学内職業探索行

動優位群」よりも自己理解不安、職業理解不安が

有意に低かった （Table 6）。このことから、学外

の情報やイベントなどを利用して職業探索を行っ

ている者は、大学内の就職関連イベント等を利用

して探索行動を行っている者に比べて自己理解及

び職業理解に対する不安が低いことが明らかに

なった。

考　察

本研究の目的は、大学生の職業を探索する行動

と職業選択へ不安との関連を明らかにし、その行

動に関して最も身近な手段である大学の支援がど

のように機能しているのかを検討することであっ

た。

職業探索のための行動において、自分に関する

情報の探索は学年による違いは見られなかった

Table 5　クラスタ別学年内訳 （人，％）

3年生 4年生 計

 学外職業探索行動優位群  4（22.2） 14（77.8） 18（100）

 職業探索行動低群 29（85.3）  5（14.7） 34（100）

 職業探索行動高群  9（32.1） 19（67.9） 28（100）

 学内職業探索行動優位群 53（85.5）  9（14.5） 62（100）

χ2＝46.37，df＝3, p<.001
括弧内は行和の％

Table 6　クラスタ別職業選択不安得点

1 学外職業探索
行動優位群

2 職業探索
　行動低群

3 職業探索
　行動高群

4 学内職業探索
行動優位群

F値 多重比較
（Tukey HSD）

M SD M SD M SD M SD

 自己理解不安 2.85  .84 3.41 1.22 3.31 .96 3.52 .77 2.33†  4>1*

 職業移行不安 3.56  .78 3.89  .93 3.55 .98 3.73 .70 1.10

 職業理解不安 3.07  .92 3.59 1.13 3.54 .92 3.77 .75 2.56†  4>1*

 決定方略不安 2.58 1.19 3.23 1.28 3.10 .95 3.18 .89 1.70

*p<.05、†p<.10
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また言語的な説得は結果が出なかった時には効力

を失いやすい。そこで赤田ら （2011） が提示した

ような職業情報の不足や相談先がいないことなど

の環境的不安に対する支援としての大学の機能が

期待される。本研究における大学以外の資源の中

には、一般的なWebサイトや個々の企業説明会

など個別の活動になるものも含まれていることが

考えられ、主に大学以外の場で行動をする学生に

対しても孤立感の低減のための支援も必要だろ

う。重視度が高いものの利用度は低い （下村ら，

1994） ことを踏まえ、より学生が利用しやすいよ

う、支援の提供についての工夫が求められている

とも言える。

本研究は 4年生の就職活動が活発化し始める時

期に行われたため十分な協力が得られたとは言え

ず、この結果から一般化できる知見が得られたと

は言い難い。大学に来る機会の少ない 4年生の協

力を得るための調査の工夫が求められる。また本

研究では 3年生と 4年生を就職活動の推移として

とらえ解釈したが、ある学年について縦断的に検

討を行うことで、積み重ねられた行動と不安との

関係がより明らかになることが期待される。
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